
測量作業は，距離や角度の観測
をして，その観測値から位置座標
や土地の面積といった最終的な
成果を求めるのが一般的だね。
だから距離や角度の観測値に誤
差があれば，それは最終成果の
品質にも影響をあたえる。

例えばこの図のように距離を
測って四辺形の面積を求め
る場合，距離観測の誤差に
よって面積の誤差が左右さ
れる。このように観測値の誤
差がそれから計算される成
果に影響を与えることを誤
差が伝わる“誤差伝播”と
呼んでいるんだ。

前に観測値は観測の度
にばらつき，そのばらつ
きの大きさを示すものと
して“標準偏差”や“分
散”が定義されているこ
とを話したね。

観測の誤差を
示すものね。

誤差伝播式？
ちょっと難しそうね。

この誤差の伝わり方
には，“誤差伝播式”
という便利な公式が
あるんだ。

ふーん。誤差
が津波のよう
に伝わるんだ。

誤差が伝播する？

今月は
誤差の伝播
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距離測定誤差

距離測定の誤差
が面積の誤差に
影響する
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面積の誤差

距離測定誤差
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ボックスに入れ
るだけで答えが
出るならおいら
にもできるワン。

おいらは今晩の
おかずを予想で
きるワン。

G P S測量の
前には“DOP”
を調べろって
ことね。

それは
ドッグゥ～。

おいらを
調べるっ
てか。

例えばGPS測量では観測の前に
“DOP”という量を調べるんだけど，
これは誤差伝播式を使ってGPS
受信機の位置誤差を予想したも
のなんだ。これを使えば位置誤
差が小さくなるような観
測時間帯かどうかが事
前に分かるわけだね。

この誤差伝播式は測量のい
ろんな場面で使われている。
誤差伝播式は観測値とそれ
から計算される測量成果と
の幾何学的な関係が分かっ
ていれば観測誤差をいろ
んな値に仮定しても
計算できるから，測
量の前に成果の誤
差が予想できるんだ。
これは測量を計画す
る上でとても大切な
ことなんだ。

そうだね。誤差伝播式の形は
ちょっと難しいから説明しない
けれど，これはおまかせ計算
箱と思えばいいかな。
この絵のように「観測値の誤差」
と「観測値と成果との関係式」
を左から入れれば，右側から
「成果の誤差」が出てくるボッ
クスだね。

マジックじゃな
いけどマジック
ボックスのような
ものね。

ふーん。測量をする
前に測量成果の誤
差が予想できるんだ。

DOP
誤差伝播式で
GPS受信機の
位置誤差を
予想したもの
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観測値の誤差
σ x

成果の誤差
σ y

観測値と成果
との関係式

y = f(x)

誤差伝播式

Σy＝  　Σx
∂y
――∂x

∂y
――∂x
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